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中期経営計画の策定に関するお知らせ 

 

 

当社グループは、2022～2024 年度を計画期間とする中期経営計画「グループ 3 ヵ年計画」を策定

いたしましたのでお知らせいたします。 

 

 

お客さまの生活美の創造を実現するために、時代の変化に合わせた商品・サービスを提供し続ける

ことを目指して、2022～2024 年度を計画期間とする中期経営計画「グループ 3 ヵ年計画」を策定い

たしました。 

 

記 
 
１．基本方針 

「成長と変革に向けての新たな挑戦」を掲げ、既存事業の黒字化と新規事業の立ち上げ、上記

事業を支える組織体制を変更してこの 4 月より新中期経営計画期間のスタートを切りました。①

消費者へのダイレクト提案、②成長拡大路線への回帰、③全営業部門の黒字化、④効率経営の実

践と生産性の向上、⑤コア事業の強靭化と新規事業開発の促進を 5 つの基本方針として、攻めと

守りのメリハリをきかせ、事業単位の最適化を図り、事業部横断型の新規事業部門を設立するこ

とで全社的な取組みとしての新事業領域の開発を推進して事業規模の縮小に歯止めをかけ、1 株

当たり年間配当額 30 円をベースとした継続的な株主還元の実施を目指してまいります。 

 

２．数値目標 2024 年度（2025 年 3 月期） 

連 結 売 上 高  155 億 円  

連 結 経 常 利 益  ４ 億 円  

 

 

３．重点施策 

既存事業につきましては、和装事業は催事に依存したビジネスモデルからの脱却と改革を図る

べく、不採算催事、不採算取組得意先からの撤退、縮小を継続していくとともに、消費者ダイレ

クト販売の強化、組織再編による加工サービス部門の拡大によって事業構造の変革と収益の黒字

化を目指してまいります。洋装事業におけるアパレル事業は、生産背景の整備を進め、素材開発

力、提案力を強化して、規模は小さくとも価値のある企業としてのポジションを確立して収益の



黒字化を目指してまいります。ユニフォーム事業では、既存事業におきましては直需販売の拡大、

ワーキング・サービスウエアの拡大、レンタルの拡大に注力しながら、新規事業の創出として環

境対応事業や EC 販売・コンサル事業を推進し、卸売りからの脱却を図りながらコア事業として高

収益体制の維持に努めてまいります。健康・生活事業はコア事業の基盤強化と新たな成長事業の

創出を目指し、新規事業の構築と直販事業の拡大、競争優位性の高い商品開発による利益率の向

上に加え、在庫適正化、経費の効率化による経営効率の向上を図ってまいります。ホームファニ

シング事業は米国ラルフ ローレン社認定のグローバル・マニュファクチャリング・パートナーと

して国内販売の製品供給にとどまらず世界中のラルフ ローレン社のマーケットへ日本製品を輸

出できるよう努めてまいります。 

 既存事業の全営業部門の黒字化に向けて中規模事業を集約した組織のスリム化と新規事業部設

立による事業部横断の推進を狙いとした組織再編を実施して施策に取り組むとともに、営業キャ

ッシュ・フローを重視した事業運営により、一層の財務戦略の強化も引き続き図ってまいります。 

 ESG 対応につきましては、サステナビリティ基本方針にてその視点を取り入れたマテリアリテ

ィ（重要課題）を特定しており、経営理念、環境方針（の基本理念・行動方針）、行動規範に基づ

き、具体策に取り組んでいくことで、すべてのステークホルダーに誠実・公正に対応し、事業活

動を行うことにより、持続可能な社会の構築に積極的に役割を果たすとともに、企業価値の向上

と持続的な成長を目指してまいります。 

 

 

以上 


